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北陸新幹線(長野駅以北)の高架隙間を越冬ねく諭らとして利用するコウモリ

■

大沢啓子※・大沢夕志※

はじめに

コウモリが出産哺育や越冬の場として新幹線の高架橋の隙間を利用する例は日本各地で確認されてい

る．これまで，東北新幹線では岩手県（作山ほか，2007)宮城県（作山ほか，2008)，福島県（福島県生

活環境部，2003)，埼玉県（大沢ほか,2015),栃木県（安井ほか,2016),茨城県（大沢未発表）で，上

越新幹線では新潟県（藤塚・箕輪,2012),群馬県（重昆ほか2013).埼玉県（大沢ほか,2013;大沢ほか，

2014；大沢ほか,2015;佐藤ほかb2013;佐藤ほか,2016)で，北陸新幹線の長野駅以南では群馬県（重

昆，2013)，長野県（大沢未発表）で，山陽新幹線では岡山県（山田，2008；山田，2012）で，九州新幹

線では熊本県（大沢未発表)，鹿児島県（船越ほか,2016)で，コウモリの利用が確認されている確認

されたコウモリは，アブラコウモリP""･e""sa6ﾉ．α"?Z/S,ヒナコウモリ恥peﾉ"""Cs加e"sな，ヤマコウモリ

的ααIz/sqviqro",オヒキコウモリ乃mw･i"加sig7isであり，それぞれこのうちの1～3種の利用が確認され
ている．

2015年3月に開業した北陸新幹線長野駅以北については，これまで報告がなかったが,今回3種のコウモ

リを確認し，越冬に利用していると考えられるので報告する．

’

図8．コウボウムギ群落の中，ケカモノハシが散在す
るエリアで子実体が7個発生．

図9.アキグミの根もとで子実体が1個発生

表1.子実体の発生時期と発生数

発生日 発生場所 観察者 子実体個体数

2016/7/14長岡市寺泊野積地内丸山隆史 10～15個成菌

2016/9/22長岡市寺泊野積地内丸山隆史 10～15個（幼菌～老菌）

2016/10/10長岡市寺泊野積地内丸山隆史 1個成菌

2016/10/17長岡市寺泊野積地内丸山隆史 5個成菌

調査地及び調査方法

2016年4月11日～13日に上越妙高駅付近の9.2kmの高架区間（新潟県上越市及び妙高市）において，調

査可能なほぼすべての隙間(310カ所）を調査した（詳細調査区間).12月2旧には同区間において4月に

コウモリの確認された隙間を中心に調査を行った．また，4月14日に長野県飯山市及び中野市，4月15日及

Us12月21日に長野県長野市10月17日～19日に富山県富山市,10月19日に富山県黒部市及び下新川郡朝

本菌は海浜砂丘に特異的に発生するとされている(Kibby,2012)が，日本では，植生が豊かで良好な海

浜環境が開発や海岸浸食により急激に減少・悪化している（竹橋ら,2011）ため，今後，本菌の発生数の

減少や発生地の消滅が懸念される．したがって，今後も新潟県をはじめ，日本各地の海浜における本菌の

分布状況を調査し，保全状況を評価していく必要がある．

日町において，仔意
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図1調査位置図

i-6cm程度）を下方からデジタルー眼レフカメ

にストロボを付けて撮影し，コウモ】Iの有無，
1

種の識別については，写真による判別によっ

調査方法は，高架橋底面や側面の垂直方向の隙間（幅1.5-6cm程度）

ラ（オリンパスOM-DE-Mlに40-150mmのレンズを装着）

コウモリが認められた場合は種の識別と個体数を確認した

て．これまで各地の新幹線高架隙間で捕獲等により確認されている4種のコウモリのいずれかと判断した

※埼玉県川越市コウモリの会評議員
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捕獲調査ではないため，ヒナコウモリについてはヒメヒナコウモリ，ヤマコウモリについてはコヤマコウ

モリの可能性も否定できない．また，高架橋の隙間を下方から撮影しているため，調査可能な範囲は隙間

内の一部であり，この調査によって，実際に隙間をねぐらとして利用しているコウモリのすべてが把握で

きるとは限らない．

本報告における種の和名及ひ学名は,Ohdachiem/.(2015)に従った．

ウ

調査結果

アブラコウモリについては富山市，上越市，長野市，中野市で，ヒナコウモリについては上越市，長野

市で，ヤマコウモリについては長野市で確認した（図2，図3，図4，表1)．
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図3ヒナコウモリ(4月11日，上越市）図4ヤマコウモリ(4月15日，長野市）

考察

北陸新幹線の長野駅以北については,2015年3月に開業したが，高架橋の橋脚や橋桁の銘板にある竣工
日は様々であり,今回の富山県と新潟県の調査区間で確認した銘板の竣工日は2002年から2010年と幅広い．
実際にコウモリが利用していた隙間については，竣工時期から推測していちばん新しいものでは2010年に
隙間が形成されたと考えられ，6年程度経過していることになる．筆者らは，2011年に開業した九州新幹
線（博多一新八代間）において，2015年11月に熊本駅付近で了ブラコウモリが高架橋を利用しているのを
確認している（大沢未発表）が，これについては2009年竣工＆なっていた．これらのことから，アブラコ
ウモリやヒナコウモリについては，6年以内にはねぐらとしての利用が始まることが示された．
なお，今回の調査地点のうち，ヤマコウモリが見つかっている長野市の区間については，長野駅以南が
1997年に開業した時点で車両基地へのルートとして利用されていた区間のため，竣工時期は1996年となっ
ていた．

ヒナコウモリやヤマコウモリは，越冬場所と出産哺育の場所が異なることがある．今回,、上越市内のヒ
ナコウモリ，長野市内のヒナコウモリ及びヤマコウモリについては，4月11日～15日と12月21日に同一の
隙間もしくは近隣の隙間を利用しているのが確認された．埼玉県の例では，4月中旬はヒナコウモリが出
産哺育場所において個体数が増加を始める時期であり（大沢ほか，2013)，また，ヤマコウモリは，越冬
場所においていったん個体数が増加する時期にあたる（佐藤ほか，2016)．それぞれ，越冬場所から出産
l哺育場所へ向けて移動もしくは集結する時期であると考えられ，そのため4月におけるねぐらの利用だけ
では，その隙間が越冬場所であるとは結論付けられない今回，12月にも，同一の隙間もしくは近隣の隙
間において，ねく、らの利用が確認できたため，越冬場所としての利用であると考えられる
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図2コウモリ確認位置図
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今回の調査では↑6月～8月に

所として利用されているかどう7
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課題であるどうかは今後の

表1確認地点と種類別頭数

上越市の調査においては，4月にアプラコウモリ及びヒナコウモリを確認した隙間もしくは近隣の隙間

において，’2月にも同種を確認することができた同様に，長野市で確認されたアブラコウモリ，ヒナコ

ウモリ及びヤマコウモリについても，4月に確認した隙間もしくは近隣の隙間において，12月にも同種を
確認することができた．

要約

北陸新幹線長野駅以北の新幹線

ねぐらとして利用していることを

ヒナコウモリについては，隙間が

コウモリ，ヤマコウモリが

えられる．アブラコウモリ．
高架の隙間において,ｱブﾗｺﾔ子ﾘ，ヒナ
確認した.越冬場所として利用し｛でいると考
形成された後,6年以内にねぐらとしての利用,ての利用が始まっていた

I
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新潟県における森林棲コウモリ類

(モリアプラコウモリPわな"℃""e""iの捕獲生息記録）

藤ノ木正美1・河合久仁子2

はじめに

新潟県内ではこれまで15種のコウモリ類が記録されている（柏崎市立博物館2004;藤ノ木・箕輪2006；

藤ノ木2007,2009;箕輪・藤ノ木2008;河合ほか2015)．この中には日本固有種のモリアブラコウモリも

含まれている．新潟県における本種確認例は，旧十日町市諏訪神社(樋熊1960)と福島潟周辺で捕獲(レッ

ドデータブックにいがた2001）された2例のみで(図1)，生息を示す確かな情報は得られていない．モリア

ブラコウモリの外見はアプラコウモリPわな舵"”α6庇””に似ているので種判別が難しいとされており，本

種の日中ねぐらは森林内の樹洞や樹皮下と考えられている(佐野2002;河合ほか2008:河合2011)．環境省

レッドリスト記載おいて，第3次レッドリストまでは絶滅危倶田類であったが(環境省2007)，環境省レツ
ドリストの見直しが行われ，生息確認例が日本各地から報告されたことから第4次からは絶滅危倶Ⅱ類へ

とランクが下げられた(環境省2012)．、

著者らは2014年から新潟県十日町付近において森補内のコウモリ類について捕獲調査をおこない,7種

購締風雛驚鮮鷲
のコウモリ類を捕護している(河合ほか2015)が,これ

た．ところが,2016年に行なわれた調査において本新

モリが捕獲されたのでその詳細を報告する．

調査地および方法

調査地は新潟県十日町市小出の標高約695mの地点とした．本調査地付近ではスギの植林地やブナやナ

ラなどの落葉広葉樹が主体の森林がみられる．本調査はブナやナラなどの落葉広葉樹林内にある作業道上
にハープトラップ(幅約2m,高さ約3.5m)を1台設置し，捕獲調査を行なった．ハープトラツプは,2016
年7月30日日没から翌朝31日日の出前および同年8月7日日没から翌日8日日の出前(17：30から翌朝5：00）

まで設置した．捕獲された個体については，体重計(AcculabCRD-150)およびデジタルノギス(Mitutoyo

CD15C)を用いて体重前腕長および下腿長の測定をおこなった後，種の判別をおこない，齢や性別を
記録した．また，これら個体の移動範囲，出産開始年齢，寿命などを知るため，標識リングを装着して
捕獲場所近くで放逐した．新潟県下で捕獲例が極めて少なく外見で種を確定するには困難とされた個体，

また精査が必要とされた個体においては標本とし,陰茎骨形状およびデジタルノギス(MimtoyoNTD12-
15PMX)を用いて頭骨測定をおこなった．

本調査は環境省の鳥獣捕狸許可第1606292号および第1605165号,十環第20号-1のもとになされた.なお，

2016年度こしじ水と緑の会の助成金を受けて実施した．
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結果

2016年7月,8月に新潟県十日町小出市の森林内において を行い,キクガシラコウモリRh伽oﾉ"h恋
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